
 

『標準言語聴覚障害学 言語聴覚療法 評価・診断学』 正誤表 

このたびは『標準言語聴覚障害学 言語聴覚療法 評価・診断学』をご購入いただきまして誠にありがとうございます。第１刷 (2020 年 11 月 1 日発行)

～第 3 刷 (2022 年 11 月 15 日発行) におきまして、以下の誤りがございました。ここに訂正させていただきますとともに深くお詫び申し上げます。 

2022 年 6 月 7 日作成 2022 年 12 月 2 日更新 

刷数 訂正箇所 誤 正 掲載 

1～3 20 頁 

図 1-6 左上 

(人)  

認知症 健常範囲 合計

  成績低下 (＋)     36　a        5   b 39

  成績低下 (－)       4    c      33  d 39

合計 40 38 78
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(人)  

認知症 健常範囲 合計

  成績低下 (＋)     36　a        5   b 41

  成績低下 (－)       4    c      33  d 37

合計 40 38 78
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1, 2 98 頁 

表 4-1 理解 

理解 

1  実用的理解はない 

2  文脈を手がかりとして大まかな話題が

なんとか理解できる 

3  文脈を手がかりとして大まかな話題が

なんとか理解できる 

4  文脈を手がかりとして簡単な日常会話

が部分的に理解できる 

5  文脈を手がかりとして日常会話がなん

とか理解できる 

6  文脈を手がかりとしないで， 簡単な日

常会話がほぼ理解できる 

7  会話の細部が理解できず， 聞き返しや

聞き誤りがある 
 

理解 

1  実用的理解はない 

2  文脈を手がかりとして大まかな話題が

なんとか理解できる 

3  文脈を手がかりとして簡単な日常会話

が部分的に理解できる 

4  文脈を手がかりとして日常会話がなん

とか理解できる 

5  文脈を手がかりとしないで， 簡単な日

常会話がほぼ理解できる 

6  会話の細部が理解できず， 聞き返しや

聞き誤りがある 

7  完全に理解できる 
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